
シンポジウム        スポーツによる新しい地域づくり 
                       ～誰もがあつまるために、ともにつながるために～ 
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１９８９年２月２８日生まれ 熊本県出身 

 

【学歴】 

２００７年３月 熊本県立濟々黌高等学校 卒業 

２０１２年３月 日本大学 文理学部 情報システム解析学科 卒業 

２０１９年３月 日本体育大学大学院 体育科学研究科 博士前期課程 卒業 

２０２２年３月 日本体育大学大学院 体育科学研究科 博士後期課程 単位取得退学 

 

【職歴】 

２０１２年４月 キヤノンＩＴソリューションズ株式会社 入社 

２０１５年９月 ＥＹストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社 入社 (在職） 

 

【経歴】 

３歳で水泳を始め、小、中、高と水泳部に所属し競泳を継続、文武両道に努めた。物心ついた

頃から宇宙飛行士に憬れ自然科学への興味が強く、自然学校(ＮＰＯ法人自然を愛する会)での

活動を好んだ。無人島での自給自足生活や、募金を集めて海外へ直接届けに行くなど、アクティ

ブな幼少期を過ごす。 

 

航空宇宙工学系への進学を目指して九州の名門、濟々黌高校に進学したものの、２年時に失

明に至る難病、網膜色素変性症が発症する。一時は自暴自棄になったものの競泳は卒業まで継

続、同校初の九州大会出場という結果を最後に競泳を引退した。 

 

その後、視覚障がい者でも就労できる職業を検討してシステムエンジニアを目指し、大学では

情報工学を専攻した。課外活動では以前から興味のあった身体表現を学び、役者と競技ダンサ

ーという２足の草鞋で活動した。 

４年次にはダンス部で主将を務め、日本大学を１２年ぶりとなる全日本学生選抜競技ダンス選

手権大会に導く。また同時期に東京都視覚障がい者生活支援センターに通所、スクリーンリーダ

ー（音声読み上げソフトウェア）の使用や白杖を用いての歩行訓練など、障がいのリハビリテーシ

ョンに取り組んだ。東京都障がい者技能競技大会パソコン操作の部で金賞を獲得している。 

© 2010熊本県くまモン 



 

大学卒業後はキヤノンのソフトウェアエンジニアとなり、システム開発コンサルティング業務や、

国税庁の税務管理システム開発に従事した。入社１年目に全国障がい者職業技能大会で銅賞

を獲得、東京都知事賞を受賞した。 

 

エンジニアとしての就労中もダンス選手を継続し、三笠宮杯全日本ダンススポーツ選手権大会

などに出場したが、障がいの進行から第一線での競技継続を断念、引退を余儀なくされた。ダン

スについてはその後２０１６年、視覚障がい者の競技ダンス大会である全日本ブラインドダンス選

手権で障がい者ダンサーとして復帰、２０１７年、２０１８年、２０２１年、２０２２年と５連覇している。

２０１８年の大会では２４時間テレビの企画に協力、タレントの佐藤栞里とペアを組んで話題となっ

た。２０２１年１２月にはＮＨＫ紅白歌合戦に松平健のバックダンサーとして出演するなど、障がい

を超えたパフォーマンスで勇気と感動を届ける活動にも力を入れている。 

 

パラ競泳を開始したのは２０１２年。自身の障がいを活かせるフィールドを求めて２０１３年から

国内大会に出場するようになり、この頃に東京オリンピック・パラリンピックの招致が決定。パラリ

ンピック出場を視野に入れて徐々にトレーニングを本格化していく。２０１５年に日本パラ水泳連

盟の強化選手に選出され、パラアスリートとして転職、グローバルコンサルティングファーム EY 

Japan の所属となる。同年に行われた日本選手権で男子４００ｍ自由形と男子１００ｍバタフライ

の２種目でアジア新記録を樹立した。 

その頃からパラアスリートとしての講演活動を開始。障がい者理解、人権保護、難病当事者支

援、スポーツ栄養学、メンタルヘルス、コーチング、目標達成などをテーマにこれまで全国各地で

数百の講演を行ってきた。 

 

２０１７年、日本体育大学の博士課程に進学。選手の自律を育む指導法(アスリート・センター

ド・コーチング)を中心に、パラスポーツの指導者育成における課題の解決に向けて研究に取り組

んだ。同年、ジャパンパラ水泳競技大会で世界ランキング１位の記録をマークし、２０１８年にパン

パシフィックパラ水泳選手権とアジアパラ大会で優勝、２０１９年の世界選手権で２つの銀メダル

を獲得した。 

２０２０年、東京オリンピック・パラリンピックの延期を受けて、パラリンピックの価値を伝えるた

めのプロモーション活動に挑戦、自宅でのトレーニングの様子やメッセージが国連のホームペー

ジや各種メディアなどに取り上げられ、注目を集めた。 

２０２１年、東京２０２０パラリンピック競技大会で銀メダル２つ、銅メダル１つを獲得、日本人パ

ラリンピック選手で唯一複数のドキュメンタリー番組が制作されるなど話題となった。 

東京大会後はスペインに拠点を移してパリパラリンピックへの出場を目指す。日本との環境の

違いやオープンコミュニケーションと幸福度の関係性などを実感、辻メソッドと併せて、周囲の多

様性を受け入れることでより自分らしく高いパフォーマンスを発揮できるマインドセットについて伝

えるため、インターネットラジオ番組や新聞でのコラム連載など情報発信も開始した。また所属企

業では、女性アスリートのビジネスキャリア支援のグローバルプログラムＷＡＢＮのアンバサダー

や、宇宙開発スタートアップ支援を行う宇宙ビジネス支援室の立ち上げメンバーとして業務に参

画、アスリート以外の活動の場を広げている。 

２０２４年、パリ２０２４パラリンピック競技大会に出場、２つの銅メダルを獲得した。 


